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当初は４月末に、そして延期の後、１０月２４日～２６日に予定していました「修学旅行」

は新型コロナウイルスの感染状況から中止の判断をしました。昨年度は、校内での代替行事

を行いましたが、本年度は感染状況が改善傾向であることから、日帰りにはなりましたが香

川県への代替修学旅行に出かけました。それで

も感染リスクを避けるために週初めの１０月２

６日の火曜日に設定し、更に施設の混雑時間を

避けるために旅行業者に分析を行っていただ

き、帰校時間が多少遅くなりましたが、安全に

行ってくることができました。レオマワールド

や四国水族館などでの経験が３年間の思い出の

１ページになったのではないでしょうか。学校

に帰ってきたときの“満面の笑顔”が物語って

いたと思います。 

 

１０月３０日～１１月４日まで、美咲町中央

総合体育館前駐車場にて『美咲町・町花の会』

主催の第２０回美咲町菊花展覧会が開催さ

れました。期間中は、見事な菊の大輪を多く

の方がご覧になりました。中学校玄関にも立

派な菊を飾っていただきました。Ｓ４も今年

は新型コロナの関係で制限はありましたが、

ドーム菊作りを行い、稲岡さんと直原

さんに教えていただきました。また町

菊花展の案内ポスター作成にも挑戦

し、会場でも来場されている方々が話

題にしてくださっている姿を見るこ

とができました。 
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１１月１７日に本年度２回目の避難訓練を行いました。今回は地震を想定した訓練でした

が、生徒はスムーズに避難することができました。避難後の地震に関するＤＶＤも真剣に視

聴できました。また引き渡し訓練についても本来なら保小中合同で行うことになっていまし

たが２年連続で中止になりましたので、中学校としての手順の確認を行いました。 

現在の中学生は、大きな地震を経験している者はほとんどいません。地震について考える

のは、学校での避難訓練や毎年３月１１日になると東日本大震災の映像を見るくらいではな

いでしょうか。某テレビ局でも大きな災害について取り上げたドラマを放映しています。実

は同じ名称の作品が１９７４年に放映されています。当時小学生だった私は大きな衝撃を受

けました。未だに主人公の名前を覚えているくらいですから…。南海トラフ地震等が心配さ

れる中、今一度ご家庭で地震や豪雨などの災害について話し合いや準備をされてはいかがで

しょうか。 

 

 １１月に県秋季体育大会が開催され、卓球女子団体と個人・新体操女子個人が出場しまし

た。上位進出とはなりませんでしたが、もう少しここを修正することができれば…と思わせ

る動きをたくさん確認することができました。紙一重を積み重ねる大切さを痛感したのでは

ないでしょうか。来年夏の県総体に向けて精神力の強化も課題かな…。 

また文化・芸術の部でもうれしい連絡が届いています。『大切な命を守る：全国中学・高校

作文コンクール』において２年の中谷一葉さんが警察庁長官官房審議官賞を受賞しました。

また『岡山県児童生徒人権啓発ポスター展』において３年の横山琉愛さんが入賞、『県明るい

家庭づくり作文』では１年の安井彩乃さんが優秀賞を受賞しました。いずれも選ばれるのは

数名で素晴らしい作品でした。この他にも習字や作文などでたくさん人が表彰されています。 
 

【１２月の主な行事】※詳細につきましては、“中央中学校ホームページ”をご確認ください 

２日：１年心と命の講演会  ３日：３年着付け教室  ６日：ＰＴＡ評議員会・三役会 

６日：薬物乱用防止教室  １６日：専門委員会  １７日：７大掃除 

２１日（午後）・２２日（午後）・２３日（全日）：三者懇談  ２４日：終業式 

つぶやき… 
今ガソリンをふくむ石油製品の価格が大変なことになっています。そんな中で「原油の需要が高まっているの

に供給が間に合っていない…、国は国家備蓄用（緊急時に使用するためのもの）を一部放出する…」という過

去に例を見ないニュースも入ってきています。また最近は少し安定してきたけど夏頃から野菜の値段が高くな

っていました。どちらの話も供給量と価格の問題で様々なことが複雑に絡んでいて単純なものではないのはわ

かっていますが、消費者側からしたら“できれば安く買いたい”と思います。当然私もそう思っていました。

ところが先日父親の“黒豆（お正月におせちに入っている煮豆）”の収穫を手伝い、その時から思いに変化が起

きています。米作りは何年も手伝ってきましたが、現在では機械化され非常に作りやすくなっています。しか

し豆の収穫のしんどいこと…。畑で茎が枯れるまで待ち、刈り取って更に乾燥し、さやから豆を出し、更に選

別…といくつもの工程を経てやっと出荷できる。久しぶりに体が痛くなりました。こんなに苦労してもそんな

に高価な値段では買い取ってもらえない。逆の立場にも立たされ、複雑な気持ちで過ごしています。 

 

 

避難訓練（地震対応）＆引き渡し訓練（手順確認）を開催しました！ 


